
東北地方太平洋沖地震津波・北海道津波合同調査報告会
調査概要

1

主催：北海道津波合同調査団
協賛：社団法人 寒地港湾技術研究センター
後援：北海道大学大学院工学研究院

公益社団法人 土木学会北海道支部

１．開会と調査の概要 渡部靖憲（北海道大学大学院工学研究院 准教授）
・北海道津波合同調査団の紹介
・調査項目の説明

２．津波概要と津波高さの調査・解析結果 渡部靖憲（北海道大学大学院工学研究院 准教授）
・東北地方太平洋沖地震津波の発生
・津波の発達と遡上
・北海道への来襲状況とその特徴

３．河川への津波の遡上調査結果
・冬期における津波の河川への遡上と，北海道，東北での遡上形態の比較 渡邊康玄（北見工業大学

教授）
・北海道の河川遡上状況とその特徴 川村里実（北海道大学大学院工学研究院 准教授）

４．避難行動アンケート分析結果
・アンケート項目の説明
・北海道の住民の避難行動の特徴 田中岳（北海道大学大学院工学研究院 助教）
・避難行動の地域的特徴
・アンケート分析からみる北海道沿岸の防災上の問題点 中津川誠（室蘭工業大学大学院 准教授）

５．パネルディスカッション－津波調査結果から今後の津波防災を考える－
コーディネーター：泉典洋（北海道大学大学院工学研究院 教授）
パネラー： 山下俊彦（北海道大学大学院工学研究院 教授）

清水康行（北海道大学大学院工学研究院 教授）
鈴木英一（北海道大学大学院工学研究院 教授）
岸邦宏（北海道大学大学院工学研究院 准教授）

011年3月11日午後2時46分
M9.0
太平洋プレートと陸側北アメリカプレート境界面での逆断層運動
すべり面上で最大約27.7mの断層の移動
約380km，幅85km

北海道津波合同調査団

海岸津波
遡上調査

河川津波
遡上調査

避難行動アンケート
調査

土木学会
水工学委員会

東北地方太平洋沖地震
津波合同調査グループ
（土木学会
海岸工学委員会）

東北地方太平洋沖地震津波の北海道への来襲状況の把握
避難行動の地理的特徴を抽出

寒地土木研究所
室蘭工業大学
開発局など

2011年3月15日～17日

44河川

新冠町
広尾町
様似町
新ひだか町
浦河町
えりも町
釧路町
厚岸町
渡島
函館
室蘭市
登別市
日高町
苫小牧の協力してくれた皆さん

大津波警報の情報について
（避難情報の伝達と効果）

避難行動や意思決定について
（なぜ，どうやって避難したか？どうおもったか？）

※避難したかどうかを比較するものではない
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プレートの移動

隆起

沈降

水を押し上げる

津波概要と津波高さの調査・解析結果

北海道大学大学院工学研究院 渡部靖憲

引用：国土地理院HP

津波第1波の伝播分布

岬

波の集中

海岸線

等深線

ghc 

昭和三陸沖 1933，M8.1

引用：「日本の地震活動」地震調査委員会

1968十勝沖1968 , M7.9

引用：「日本の地震活動」地震調査委員会

波の集中した岬で振動
海岸線方向に変動し広がる
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港 第 1波水位 第1波到達時間 最大水位 最大水位発生時間

水位

日本気象協会

・エッジ波が重合し局地的に
津波高さが増減
・長期間に渡って伝播

8h5m
23m

7h55m

6h52m

1h23m

31m

26m

7h24m

1h53m

21m

3h41m

4h10m

7h40m

8h30m

5h51m

5h51m

第1波到達から最大水位となるまでの時間

釧路
苫小牧西

江差 函館

各地の験潮記録→場所によって周期が異なる

えりも町（東栄）

大津漁港

室蘭工業大学
木村克俊教授撮影

えりも港南側堤防の転倒
撮影：寒地土木研究所

北海道沿岸の津波高さの分布
東北地方太平洋沖地震津波

15min
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深
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）
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75min
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深

(km
)
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緯
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2003十勝沖地震津波
海底断層の移動：約5m，断層距離：約90km
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提供 寒地土木研究所2003十勝沖地震津波の験潮記録

港 第 1 波 水 位
(cm)

第 1波 到 達 時 間
(min)

最大水位(cm) 最大水位発生時
間(min)

十勝 - 25 - 25

釧路 105 30 125 280

厚岸 40 40 120 95

苫小牧西 30 70 100 440

森 10 75 165 200

臼尻 30 120 50 180

北海道沿岸の津波高さの分布
2003十勝沖地震津波

B1

B2

2

2

21

2

1
88

cBH
g

cBH
g 



2112 BBHH 

h2

4
2112112 hhHccHH 

H1

H2

h1

22 ghc 
11 ghc 

湾奥の津波高さの増大
陸前高田市を例に

浸水域 →広域

浸水域 →小

遡上高さ→大

浸水高さ→小

LHR tan

浸水型・遡上型地形

浸水マップ（仙台平野）：日本地理学会HPより 浸水マップ（南三陸町）：日本地理学会HPより
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東北地方太平洋沖地震津波合同調査グループ

動的解像度津波数値計算技術による津波伝播，浸水域再現計算

東北地方 北海道

大地震の発生確率 （地震調査委員会HPより）

えりも，釧路から厚岸以東 初期津波高さ→大，到達時間→短い

エッジ波：これらの地域を中心に継続．継続時間は初期津波の規模による．
重畳し局地的に非常に高くなる可能性がある．
→防災教育（自己判断の危険性）

十勝，苫小牧，函館→低地が広がる→広く浸水するポテンシャル
えりも以西（日高）→遡上が顕著となる可能性

地形に応じたハードとソフト両者の防災体制
低地→高台が遠い．
漁港を中心とした町→海岸線に人口が集中

釧路沖，根室沖では，今後もプレート間地震が予期される
連動型→大災害の危険性
釧路地方：早いところで到達時間は5～10分（避難体制の検討）

北海道津波伝達，発達の特徴
北海道特有の津波被害

雪，結氷路面→避難が困難（交通渋滞）
→経路を確保する体系

流氷の遡上（時期，場所）
浸水→結氷
避難所の環境が過酷
結氷河川への遡上→氷板の氾濫

シナリオの検討

豪雤，吹雪等異なる避難を困難とするシナリ
オの設定
避難の容易さ
災害弱者（施設設置場所の再検討）

必要な技術

予報の高度化
想定津波→多様なシナリオ
→災害シミュレーション

室蘭工業大学
木村克俊教授撮影

鵡川河口近くに打ち上げられた川氷
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北海道内津波河川遡上調査

北海道災害調査団

発表者

渡邊康玄

川村里実

津波河川遡上 調査目的

・津波が河川を遡上することにより

被害が拡大した事例が多数報告

・防潮堤などの沿岸施設では

河川への遡上は抑制できない河川 の遡上は抑制できない

・津波を考慮した適切な河川整備が必要

遡上距離・遡上高さ
観測データが乏しい

堤防，橋梁の嵩上げ，水門など

北海道開発局調査

津波に関する水位上昇（1/2） 北海道開発局調査

新釧路川

十勝川

津波に関する水位上昇（2/2） 北海道開発局調査

沙流川

北海道開発局調査

鵡川

中小河川津波遡上痕跡事例

雪の切れ目

Flow

土壌湿潤状態の変化 構造物（床止）による停止

部分融雪（胆振幌別川）

土壌湿潤状態の変化
（日高門別川）

漂流氷板や雪の泥付着（向別川）

構造物（床止）による停止
（布辻川）
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調査結果 遡上距離(km) 調査結果 遡上距離(km)

調査結果 遡上距離(km) 調査結果 遡上距離

大河川では
遡上距離が長い

調査結果 遡上距離

中小河川では
遡上距離は短い

住宅街の中を遡上

流域面積の小さい沢にも津波が
遡上して住宅街へ侵入している．

調査結果 遡上限界標高
（遡上位置における地盤標高）

大河川では低い
鵡川，十勝，新釧路など

中小河川で高い

人工水路で高くなる傾向
常盤川（函館市），チョロベツ（釧路町）
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常盤川

ここまで
水位上昇

遡上痕跡無し

港湾に注ぐ人工水路で
遡上高さが高い傾向

久根別川

調査結果
沿岸部での遡上高（青），

浸水高（赤），潮位（黒） (m)

河川遡上限界標高(m)

沿岸部と河川では

遡上高に相関が見られない

道内の河川遡上調査結果のまとめ

・大河川では，遡上距離は長いが遡上高さは低い．

・中小河川では，遡上距離は短いが遡上高さは高い．

・港湾に注ぐ人工水路で遡上高さが高くなる傾向がある．

・沿岸部の波高と河川の遡上高さに相関が見られない．
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河川への津波の遡上調査結果

• 結氷時の津波遡上の現象

• 高水敷等への堆積

• 地形の変化

• 樹木の影響

• その他

積雪

結氷

北海道における冬期
（12月下旬～4月上旬）の河川の特徴

山下彰司：結氷下の河川の水理特性について，開発土木研究所月報第465号，1992．

河川の結氷状況

常呂川 2008年2月4日

 北海道から東北北部で揺れや津波などの被害
 死亡；28人，行方不明；5人，重軽傷；２８７人
 全壊815棟，半壊1324棟，一部損壊6395棟，流失91棟，

浸水328棟，焼失20棟，非住家被害1621棟
 船舶被害；451隻
 津波は、厚岸湾が最高で6.5m，青森県八戸市で2mなど
 津波警報制度発足後，最初の大津波
 前日の3月3日が1933年に起こった昭和三陸地震記念日で

警報伝達訓練や避難訓練も多数行われ，防災に大変役
立った．

1952 年(昭和27 年)3 月4 日
十勝沖地震の津波

ウィキペディア

発生：1952年（昭和27年）3月4日午前10時22分44秒
震源：北海道襟裳岬東方沖約50km、深さ54km
地震の規模：M8.2（Mw8.1）
最大震度：震度6 北海道池田町、浦幌村（現・浦幌町）

1952 年(昭和27 年)3 月4 日
十勝沖地震の津波による春採川の災害

春採川

春採湖

春採川

津波による災害時の写真は、菅野純一さん撮影

春採湖

太平洋

Yasuharu
タイプライターテキスト
東北地方太平洋沖地震津波・北海道津波合同調査報告会
北海道内河川津波遡上調査結果概要
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春採湖

太平洋

津波による災害時の写真は、菅野純一さん撮影

 2011年3月16日，17日
北見工業大学工学部社会環境工学科 渡邊康玄
北海道釧路総合振興局釧路建設管理部事業室治水課 西田正実
北見工業大学工学部社会環境工学科 木村祐輔
北見工業大学工学部社会環境工学科（現・釧路市役所） 小松佑輔

調査河川
 16日：音別川，和天別川，茶路川，庶路川
 17日：尾幌川，チョロベツ川，春採川，星が浦川，阿寒川

現象
結氷時の津波遡上
小河川の高水敷への堆積

道東の調査結果

 2004年12月26日のスマトラ島沖地震

でのスリランカ東部の調査（2005年3月14日～19日）

長谷川和義・渡邊康玄・安田浩保

 2011年3月11日東日本大震災

での三陸（岩手県）の調査（2011年5月25日，26日）

渡邊康玄・中津川誠

津波に関するその他の調査 調査河川

春採川

尾幌川

チョロベツ川

星が浦川

阿寒川

音別川

和天別川

茶路川

庶路川

現在の春採川

流路延長2.2km

和天別川
流域面積66.3km2
流路延長22.8km
白糠町を貫流

河口直上流の低水路内の結氷状況

普段の流れ

普段の流れ

和天別川

茶路川

Ｎｏ．１

河口から0.4km上流

Yasuharu
タイプライターテキスト
東北地方太平洋沖地震津波・北海道津波合同調査報告会
北海道内河川津波遡上調査結果概要
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数メートル四方の氷塊

氷塊の上に堆積した土砂

Ｎｏ．１

河口から0.4km上流

氷片が上流へ？
周囲の氷が下流へ？

普段の流れ

Ｎｏ．２ 河口から1.4km上流

Ｎｏ．３

河口から1.6km上流

茶路川流域面積354km2
流路延長71km

Ｎｏ．５

和天別川：No.4

河口から2.0km

茶路川：No.6

河口から3.7km

和天別川と茶路川の遡上の違い 尾幌川

尾幌川河口砂州の状況

Ｎｏ．７

Yasuharu
タイプライターテキスト
東北地方太平洋沖地震津波・北海道津波合同調査報告会
北海道内河川津波遡上調査結果概要
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結氷した河川氷破壊の痕跡
河口から0.7～1.0km上流

普段の流れ

普段の流れ

Ｎｏ．８

氷塊の移動

普段の流れ

Ｎｏ．９
河口から1.3km上流

結氷時の津波の河川遡上

河川氷を破壊しながら遡上
弱い個所で解放

• 津波遡上距離（開発局調査）

 約5.0km

 日時

 2011年3月13日・14日

 範囲

 鵡川（河口～KP3.4程度）

 手法

 堤防や高水敷上からの写真撮影

 河川結氷に着目した

鵡川における津波痕跡調査

地震発生

調査① 調査②

寒地土木研究所調査結果

寒地土木研究所調査結果

鵡川河口左岸樋門(KP0.9)

 樋門吐き口水路へ、多数の
氷板が侵入・堆積していた

 周辺の高水敷にも氷板が多
数堆積していた

(1)

(2)

(1)

(2)

河⼝左岸樋⾨

鵡川河口右岸(KP1.0)

 打ち上げられた氷板が多数散乱していた
 氷板サイズD 数10cm～数m
 厚さhi 20cm～30cm程度が大多数

(3)

(4)

(3),(4)

氷板厚hi=0.2～0.3(m)

長辺D=7(m)

寒地土木研究所調査結果

Yasuharu
タイプライターテキスト
東北地方太平洋沖地震津波・北海道津波合同調査報告会
北海道内河川津波遡上調査結果概要
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鵡川KP2.4～鵡川橋(KP2.6)

 鵡川橋より下流では、
無数の氷板が堆積し、
堰のようになっていた

 下流側ほどサイズが
小さくなる傾向が見ら
れた

流下⽅向

(5)

(6)

(5)

(6)

氷板サイズ⼩

氷板サイズ⼤

寒地土木研究所調査結果

氷板群による堰の効果について

約50cmの水位上昇が継続

 11日16時半頃に急激な水位上昇(第一波)
 12日0時頃に最大水位を記録
 沙流川では複数回の震動が繰り返された
 鵡川は減少が鈍く高い水位が継続
 鵡川水位は15日以降に元の水位まで低下した(アイスジャム

解消時の水位挙動に類似)
寒地土木研究所調査結果

鵡川(KP3.0付近)右岸

鵡川橋

流
下
⽅
向

 河川結氷の破壊は確認されたが、氷板の散乱
は河口部ほど顕著ではない

 氷板は数m～数10m亀裂が入った状態で滞留
していた

(7)

(7)

寒地土木研究所調査結果

まとめ

アイスジャム
発⽣(KP2.4
〜2.6)

鵡川遡上限界(KP5.0)

鵡川水位観測所(KP2.55)

鵡川鉄道橋(KP1.8)

鵡川橋(KP2.6)

河口左岸樋門(KP0.9)

清流鵡川大橋(KP4.0)

津波の河川遡上

河氷の破壊(氷板生成)

氷板の遡上・流下

アイスジャム
発生

水位上昇

水門・樋門吐
き口水路への
氷板侵入と堆

積

河川横断構造物への衝突

樋門ゲートへの侵入

河川構造物の氷板漂流・
衝突に対する安全度評価

結氷時の河川構造物の正
常動作の確保

寒地土木研究所調査結果

高水敷等への堆積（海藻）

浸食

樹木の影響

その他

河氷以外で気になったこと

普段の流れ

チョロベツ川

Ｎｏ．１４
河口から２５０ｍ

Yasuharu
タイプライターテキスト
東北地方太平洋沖地震津波・北海道津波合同調査報告会
北海道内河川津波遡上調査結果概要
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高水敷に
５０ｃｍの厚さで堆積

Ｎｏ．１１ 河口から４００ｍ

樋門が埋没
Ｎｏ．１１ 河口から４００ｍ

Ｎｏ．１２ 河口から６００ｍ

河道内にも堆積

Ｎｏ．１３ 河口から１ｋｍ

 遡上距離：堤内地の遡上距離の2倍以上
 名取川：高水敷で河口から7.4km
 北上川：河口から50kmまで遡上．河口から20km程度上

流の北上大堰で堰の天端を2m超える津波が遡上

 遡上速度：堤内地よりも早い．堤内地の1.5～3倍
 北上川：49km/hr（17km/hr）
 旧北上川：33km/hy（26km/hr）
 鳴瀬川：15km/hr（10km/hr）

遡上距離と遡上速度

東北大田中仁先生調査

氾濫：河川の遡上が早いため，堤外地から堤
内地への氾濫

河口から
約5km上流

陸前高田（5月25日）

三陸調査

Yasuharu
タイプライターテキスト
東北地方太平洋沖地震津波・北海道津波合同調査報告会
北海道内河川津波遡上調査結果概要
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標高25ｍ以上

釜石市両石（5月25日）
室蘭工大中津川先生

三陸調査

堤内地から河川へ

津軽石川（5月25日）

三陸調査

海から内陸へ

野田（5月26日）

三陸調査

大槌（5月25日）

三陸調査

大槌（5月25日）

三陸調査

河道内の変化小？

小本（5月26日）

三陸調査

Yasuharu
タイプライターテキスト
東北地方太平洋沖地震津波・北海道津波合同調査報告会
北海道内河川津波遡上調査結果概要
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津軽石川（5月25日）

三陸調査

小河川は堤内外関
係なく変化

田野畑（5月26日）

三陸調査

田野畑（5月26日）

三陸調査

田野畑（5月26日）

三陸調査

陸前高田（5月25日）

三陸調査

釜石市両石（5月25日）

三陸調査

Yasuharu
タイプライターテキスト
東北地方太平洋沖地震津波・北海道津波合同調査報告会
北海道内河川津波遡上調査結果概要
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 地形変化

 汀線内陸部の湿地（ラグーン）が消失

 造成地→元の地形

 小規模河川の地形変化が大



 浸食：戻り流が局所低地に集中し，地形を変形→相対
的に計画規模の小さい河川に浸食多発

低地における浸食

東北大学田中仁先生の宮城県内の調査による指摘事項（一部）

引き水で拡幅した小川（B=1m）
トリンコマリー北部軍駐屯地内

2004年12月26日のスマトラ島沖地震での
スリランカ東部の調査（2005年3月14日‐19日）

スリランカ東部の調査

トリンコマリー北部軍駐屯地内

スリランカ東部の調査

トリンコマリー北部軍駐屯地内

スリランカ東部の調査

引き水で侵食した河岸(B=4m)
LTTE本部

スリランカ東部の調査

引き水で浸食された河岸（根が露出）
マハベリ川派川河口

スリランカ東部の調査

Yasuharu
タイプライターテキスト
東北地方太平洋沖地震津波・北海道津波合同調査報告会
北海道内河川津波遡上調査結果概要
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マハベリ川派川河口

スリランカ東部の調査

侵食された河岸（根が保護？）
マハベリ川派川河口

スリランカ東部の調査

植生の減勢効果
トリンコマリー北部軍駐屯地内

海側

スリランカ東部の調査

河畔林の減勢効果（河川遡上）
マハベリ川派川河口

河口

スリランカ東部の調査

樹木への影響

野田（5月26日）

三陸調査

標高による
違い

浪板海岸（5月25日）

三陸調査

Yasuharu
タイプライターテキスト
東北地方太平洋沖地震津波・北海道津波合同調査報告会
北海道内河川津波遡上調査結果概要
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ラグーン上流の氾濫原にも堆砂
植生回復遅れる？

スリランカ東部の調査

神社の位置

津軽石川（5月26日）

三陸調査

裏山へ避難

スリランカ東部の調査

避難場所の確保
スリランカ東部の調査

津波調査結果のまとめ

冬期の結氷→氷塊による被害の拡大
氷塊の衝突

アイスジャムの誘発

河道内への堆積

河口閉塞・ラグーン状の河川；津波遡上の程度は小さ
い→津波の規模による

河岸の植生で津波減衰？；津波の規模

河岸植生の根により河岸侵食抑えられる

津波の引きにより低地・小河川が浸食を受ける

氾濫原は植生の回復遅れる？

Yasuharu
タイプライターテキスト
東北地方太平洋沖地震津波・北海道津波合同調査報告会
北海道内河川津波遡上調査結果概要



東北地方太平洋沖地震津波・北海道津波合同調査報告会
避難行動アンケート分析結果

1

背景
• 2011年3月11日，東北地方太平洋沖地震により津波が発生．北海道沿岸部においても，津

波注意報，警報，大津波警報がだされ，その後，北海道太平洋沿岸部に津波が到達した．

【11日】

• 14:49 津波警報 大平洋沿岸中部

津波注意報 太平洋沿岸東部，西部

• 15:14 津波警報 大平洋沿岸西部，東部

津波注意報 北海道日本海沿岸南部

【11日】
15:44 えりも 3.5mの津波を観測津波注意報 北海道日本海沿岸南部

• 15:30 大津波警報 太平洋全沿岸

津波警報 北海道日本海沿岸南部

津波注意報 オホーツク海沿岸

【12日】

• 13：50 津波警報への切替 太平洋沿岸東部，中部，西部

津波注意報への切替北海道日本海沿岸南部

• 20：20 津波注意報への切替太平洋沿岸東部，中部，西部

津波注意報解除 北海道日本海沿岸，オホーツク海沿岸

【13日】

• 17：58 津波注意報解除 太平洋沿岸東部，中部，西部 （北海道HP資料 引用）

えりも 津波を観測
15:57 十勝港 2.8m以上

花咲港 2.8m
16:42 浦河港 2.7m
16:47 苫小牧東港 2.5m以上
23.39 釧路港 2.1m

2

調査手法

• 人的被害が生じた函館（渡島）から，家屋，漁具，魚場，漁船
等の被害のあった日高，十勝，さらに釧路に至る太平洋沿
岸部の19地域に対し，避難行動などに関するアンケート調査
を実施した．

• 実施にあたっては 個別の聞き取り 漁協（関係者）への調• 実施にあたっては，個別の聞き取り，漁協（関係者）への調
査，また町役場協力のもとでの在住者への調査など，各地
域ごとに母集団の属性や，その大きさ等が異なる．地域ごと
に特徴があっても，“地域間の違いを限定するとは限らない
こと”．また，“回答者が海岸部にいたとしても，避難の対象と
は限らないこと”に注意が必要である．

3

アンケート項目

• 個人属性について（４項目）
性別，年齢，自宅から海岸線までの距離，土地勘

• 大津波警報の情報について（６項目）
情報源，情報が役立ちましたか？など

• 避難行動や意思決定について（17項目）
非常時の持出品の準備，避難判断の理由，避難しましたか？，避難した

場所，避難時の移動手段，避難した場所までにかかった時間，避難経路，
自宅に戻った時間，自宅に戻る判断の理由，避難しなかった理由など

4

個人属性について
地域 回答者住所 回答者数

日高 新冠 25

十勝・釧路 広尾 88

日高 様似 10

日高 新ひだか 20

日高 浦河 18

日高 えりも 40

胆振 苫小牧 172

十勝・釧路 釧路町 51

地域
渡島

十勝・釧路

胆振
渡島 渡島 20

渡島 函館 14

胆振 室蘭 162

胆振 登別 101

日高 日高（富浜） 39

日高 日高（海岸町） 30

日高 日高（表町） 44

日高 日高（栄町） 65

日高 日高（元町） 47

日高 日高（清畠） 39

日高 日高（厚賀） 166

計 1151

5

日高

胆振

1‐1 性別
回答者数

男性 599

女性 513

無回答 39

無回答

無回答

男性 女性

80s
20s

1‐2 年齢
回答者数

10代 10

20代 48

30代 113

40代 145

50代 214

60代 264

70代 250

80代 94

90代 8

無回答 5 6

10s 90s
80s

70s

60s

50s

40s

30s

回答者数

100m 231

100-300m 289

300-500m 301

500-700m 70

700-1000m 90

1km 148

無回答 22

1‐3 自宅から海岸線までの距離
無回答

無回答
ない

100m

100-300m

500-700m

700-1000m

1km

回答者数

ある 975

あまりない 110

ない 22

無回答 44

1‐4 土地勘

7

あまりない

ある

300-500m



東北地方太平洋沖地震津波・北海道津波合同調査報告会
避難行動アンケート分析結果

2

大津波警報の情報について
回答者数

テレビ・ラジオ 908

防災無線 102

インターネット 11

携帯電話 16

近隣住民 26

広報車 39

家族・親類 25

無回答 22
インターネット

携帯電話

防災無線

近隣住民

広報車
無回答

家族・親類
その他

2‐1 情報源

無回答 22

8

12日無回答
11日15:00前

11日15:00-15:30
11日15:30-16:00

11日16:00-

11日不明

テレビ・ラジオ

2‐2 情報入手の時間

10代 20代

2‐1 情報源（年代別：10代～40代）

テレビ・ラジオ

インターネット

携帯電話

防災無線

近隣住民

その他 家族・親類

テレビ・ラジオ

家族・親類

インターネット

広報車

30代 40代

9

その他

テレビ・ラジオ

インターネット

携帯電話

防災無線

家族・親類

テレビ・ラジオ

インターネット

携帯電話

防災無線

近隣住民

その他
家族・親類

近隣住民

広報車

50代 60代

2‐1 情報源（年代別：50代～80代）

その他

防災無線

携帯電話

インターネット

テレビ・ラジオ テレビ・ラジオ

広報車

近隣住民 その他
無回答

家族・親類

近隣住民

防災無線

広報車

携帯電話

インターネット

70代 80代

10

その他その他

テレビ・ラジオ

テレビ・ラジオ

家族・親類
広報車

携帯電話

防災無線

近隣住民

無回答

携帯電話

家族・親類

広報車

防災無線

近隣住民

2‐3 他の情報源
テレビ・ラジオ

防災無線

近隣住民

広報車

家族・親類その他

11

インターネット

携帯電話

防災無線

はい

いいえ

無回答

2‐4 情報は役立ちましたか？

分な情報 あ た

混乱した

不要
無回答

12

非常に役立ちました

不十分な情報であった

不十分な情報
であった

非常に役立ちました

混乱した

無回答 不要

不十分な情報
であった

非常に役立ちました
混乱した

無回答

十勝・釧路

日高

2‐4情報は役立ちましたか？（地域別）

13

不十分な情報
であった

非常に役立ちました

混乱した

無回答

不要

不十分な情報
であった

非常に役立ちました

混乱した

不要

2 4 情報は役立ちましたか？（地域別）

胆振 渡島



東北地方太平洋沖地震津波・北海道津波合同調査報告会
避難行動アンケート分析結果

3

不十分な情報
であった

非常に役立ちました

不要

無回答

不十分な情報
であった

非常に役立ちました

不要
無回答

混乱した

10代 20代

2‐4情報は役立ちましたか？（年代別：10代～40代）

14

不十分な情報
であった

非常に役立ちました 混乱した

無回答

不十分な情報
であった

非常に役立ちました

不要
無回答

混乱した

2 4 情報は役立ちましたか？（年代別：10代 40代）

30代 40代

不十分な情報
であった

非常に役立ちました

不要
無回答

混乱した

不十分な情報
であった

非常に役立ちました

不要
無回答

混乱した

50代 60代

2‐4情報は役立ちましたか？（年代別：50代～80代）

15

不十分な情報
であった

非常に役立ちました
不要

無回答

混乱した

不十分な情報
であった

非常に役立ちました

不要

無回答

混乱した

2 4 情報は役立ちましたか？（年代別：50代 80代）

70代 80代

避難行動や意思決定について
3‐1 非常時の持出品の準備

準備するつもりはない

その他

無回答

今回の被災の有無にかかわらず常に準備している

16

津波来襲を受けて急いで準備した

現在準備していないが今後準備する予定

津波来襲を受けて急いで準備した

準備するつもりはない

その他
無回答今回の被災の有無にかかわらず

常に準備している
今回の被災の有無にかかわらず
常に準備している

津波来襲を受けて
急いで準備した

現在準備していないが今後準備する予定

現在準備していないが今後準備する予定

無回答
その他

準備するつもりはない

十勝・釧路

日高

3‐1非常時の持出品の準備（地域別）

17

現在準備していないが今後準備する予定

今回の被災の有無にかかわらず
常に準備している今回の被災の有無にかかわらず

常に準備している

津波来襲を受けて急いで準備した

津波来襲を受けて
急いで準備した

現在準備していないが今後準備する予定

無回答

その他

その他

準備するつもりはない

準備するつもりはない

3 1 非常時の持出品の準備（地域別）

胆振

渡島

3‐2一番初めにしたこと

避難のために準備した

すぐ海へ行った

その他

無回答

自宅でまった

避難した

無 答

3‐3避難判断の理由

18

その他

無回答

避難指示にしたがう

海面の水位低下

津波を見た

周囲の人が避難したため

無回答海面の水位低下

避難指示にしたがう 避難指示にしたがう

周囲の人が避難したため

周囲の人が避難したため

津波を見た

津波を見た

海面の水位低下
無回答

その他
その他十勝

釧路

日高

3‐3避難判断の理由（地域別）

19

その他

避難指示にしたがう

津波を見た

周囲の人が避難したため

避難指示にしたがう

周囲の人が避難したため

津波を見た

海面の水位低下海面の水位低下
無回答無回答

その他

3 3 避難判断の理由（地域別）

胆振 渡島
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4

3‐4 避難しましたか？

回答者数

はい 728

いいえ 397

無回答 26

いいえ

無回答

20

注） 避難指示，勧告がだされた地域以外の回答者も含まれている．

はい

10代 20代

3‐4避難しましたか？（年代別：10代～40代）

はい

いいえ

はい

いいえ

3 4 避難しましたか？（年代別：10代 40代）

30代 40代

22

注） 避難指示，勧告がだされた地域以外の回答者も含まれている．

はい

いいえ

無回答

はい

いいえ

無回答

50代 60代

3‐4避難しましたか？（年代別：50代～80代）

はい

いいえ

無回答

はい

いいえ

無回答

3 4 避難しましたか？（年代別：50代 80代）

70代 80代

23

注） 避難指示，勧告がだされた地域以外の回答者も含まれている．
はい

いいえ

無回答

はい

いいえ

無回答

3‐4 避難した時間

【11日】

• 14:49 津波警報 大平洋沿岸中部

津波注意報 太平洋沿岸東部，西部

• 15:14 津波警報 大平洋沿岸西部，東部

津波注意報 北海道日本海沿岸南部
11日15:30-16:00

11日15:00-15:30 

11日15:00前

11日16:00-

11日時刻不明

24

津波注意報 海道 本海沿岸南部

• 15:30 大津波警報 太平洋全沿岸

津波警報 北海道日本海沿岸南部

津波注意報 オホーツク海沿岸

【12日】

• 13：50 津波警報への切替 太平洋沿岸東部，中部，西部

津波注意報への切替北海道日本海沿岸南部

• 20：20 津波注意報への切替太平洋沿岸東部，中部，西部

津波注意報解除 北海道日本海沿岸，オホーツク海沿岸

【13日】

• 17：58 津波注意報解除 太平洋沿岸東部，中部，西部 （北海道HP資料 引用）

【11日】
15:44 えりも 3.5mの津波を観測
15:57 十勝港 2.8m以上

花咲港 2.8m
16:42 浦河港 2.7m
16:47 苫小牧東港 2.5m以上
23.39 釧路港 2.1m

3‐4 避難した場所

避難場所

その他

無回答

家族・親類や友人の所

25

最寄りの高台

避難場所

その他
無回答

最寄りの高台

家族・親類や友人の所

避難場所

最寄りの高台

家族・親類や友人の所

その他

無回答

十勝・釧路

日高

3‐4避難した場所（地域別）

26

避難場所
避難場所

最寄りの高台

最寄りの高台

家族・親類や友人の所

家族・親類や友人の所

その他その他

無回答

3 4 避難した場所（地域別）

胆振 渡島
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5

3‐5 避難時の移動手段

徒歩

無回答

バイク

自転車

その他

27

自動車

十勝 日高

釧路

3‐5避難時の移動手段（地域別）

徒歩 無回答

バイク

自転車

その他

自動車

徒歩
無回答

バイク

自転車
その他

自動車

3 5 避難時の移動手段（地域別）

胆振 渡島

28

徒歩 無回答

自転車

その他

自動車

徒歩

自動車

10代 20代

3‐5避難時の移動手段（年代別：10代～40代）

自動車

徒歩

自動車

3 5 避難時の移動手段（年代別：10代 40代）

30代
40代

29

徒歩

バイク

自転車

その他

自動車

徒歩

無回答
その他

自動車

50代
60代

3‐5避難時の移動手段（年代別：50代～80代）

徒歩

無回答

自転車

その他

自動車

徒歩 無回答

バイク

自転車

その他

自動車

3 5 避難時の移動手段（年代別：50代 80代）

70代 80代

30

徒歩

無回答

自転車

その他

自動車

徒歩

無回答

その他

自動車

3‐7避難した場所までにかかった時間

1時間-
40分-1時間

20 分-40分

-5分

10分-20分

無回答

31

5分-10分

5分

1時間-40分-1時間

5分-10分

20 分-40分

-5分

10分-20分

無回答

-5分

5分-10分

10分-20分

20 分-40分
40分-1時間

無回答

十勝 日高

釧路

3‐7避難した場所までにかかった時間（地域別）

32

-5分

-5分

5分-10分
5分-10分

10分-20分

10分-20分

20 分-40分

20 分-40分

40分-1時間

1時間-無回答

3 7避難した場所までにかかった時間（地域別）

胆振

渡島
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6

3‐9避難経路

訓練と同じ経路を使用した

無回答

33

他の人に続きました

その他

訓練と同じ経路を使用した

無回答

訓練と同じ経路を使用した

他の人に続きました

他の人に続きました

その他

その他

無回答

十勝

釧路

日高

3‐9避難経路（地域別）

34

他の人に続きました

その他

訓練と同じ経路を使用した

他の人に続きました

その他

無回答

無回答

3 9避難経路（地域別）

胆振 渡島

3‐10 自宅に戻った時間

【11日】

• 14:49 津波警報 大平洋沿岸中部

津波注意報 太平洋沿岸東部，西部

• 15:14 津波警報 大平洋沿岸西部，東部

津波注意報 北海道日本海沿岸南部

11日16:00-20:00 

11日-16:00

11日20:00-24:00 

12日8:00-12:00 

12日12:00-20:00 

12日20:00-24:00 

13日0:00-8:00 
13日8:00-12:00 

13日20:00-24:00 

無回答

13日12:00-20:00 

3535

津波注意報 海道 本海沿岸南部

• 15:30 大津波警報 太平洋全沿岸

津波警報 北海道日本海沿岸南部

津波注意報 オホーツク海沿岸

【12日】

• 13：50 津波警報への切替 太平洋沿岸東部，中部，西部

津波注意報への切替北海道日本海沿岸南部

• 20：20 津波注意報への切替太平洋沿岸東部，中部，西部

津波注意報解除 北海道日本海沿岸，オホーツク海沿岸

【13日】

• 17：58 津波注意報解除 太平洋沿岸東部，中部，西部 （北海道HP資料 引用）

【11日】
15:44 えりも 3.5mの津波 を観測
15:57 十勝港 2.8m以上

花咲港 2.8m
16:42 浦河港 2.7m
16:47 苫小牧東港 2.5m以上
23.39 釧路港 2.1m

12日0:00-8:00 

12日0:00-8:00 

11日16:00-20:00 

11日-16:00

11日20:00-24:00 

12日8:00-12:00 

12日12:00-20:00 

12日20:00-24:00 

13日0:00-8:00 

13日8:00-12:00 

13日20:00-24:00 

無回答

13日12:00-20:00 

12日0:00-8:00 

11日16:00-20:00 

11日-16:00

11日20:00-24:00 

12日8:00-12:00 

12日12:00-20:00 

12日20:00-24:00 

13日0:00-8:00 
13日8:00-12:00 

13日20:00-24:00 無回答
13日12:00-20:00 

日高

十勝

釧路

3‐10自宅に戻った時間（地域別）

36

12日0:00-8:00 

11日16:00-20:00 

11日-16:00

11日20:00-24:00 

12日8:00-12:00 

12日12:00-20:00 

12日20:00-24:00 

13日0:00-8:00 
13日8:00-12:00 

13日20:00-24:00 無回答

13日12:00-20:00 

12日0:00-8:00 
11日16:00-20:00 

11日-16:00

12日8:00-12:00 

無回答

3 10 自宅に戻った時間（地域別）

胆振 渡島

室蘭：11日20時頃津波最大 函館：11日23時半頃津波最大

3‐11 自宅に戻る判断の理由

津波はそれほど大きくないと思ったから

自宅に戻って良いと聞いてから

無回答

その他

37

避難指示が解除されたからもう安全にと思ったから

夜になったから

津波はそれほど大きくないと思ったから

自宅に戻って良いと聞いてから

無回答

その他

避難指示が解除されたから

もう安全にと思ったから

夜になったから

津波はそれほど大きくないと思ったから

もう安全にと思ったから

夜になったから
避難指示が解除されたから

自宅に戻って良いと聞いてから

その他無回答

十勝 日高

釧路

3‐11自宅に戻る判断の理由（地域別）

38

津波はそれほど大きくないと思ったから 津波はそれほど大きくないと思ったから

もう安全にと思ったから

もう安全にと思ったから

夜になったから

避難指示が解除されたから

避難指示が解除されたから

自宅に戻って良いと聞いてから

自宅に戻って良いと聞いてから

その他

その他

無回答 無回答

3 11自宅に戻る判断の理由（地域別）

胆振

渡島
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7

津波はそれほど大きくないと思ったから

無回答
津波はそれほど大きくないと思ったから

もう安全にと思ったから

夜になったから

避難指示が解除されたから

自宅に戻って良いと聞いてから

その他10代
20代

3‐11自宅に戻る判断の理由（年代別：10代～40代）

39

自宅に戻って良いと聞いてから

もう安全にと思ったから

避難指示が解除されたから

その他

夜になったから

津波はそれほど大きくないと思ったから津波はそれほど大きくないと思ったから

もう安全にと思ったから

夜になったから

避難指示が解除されたから

自宅に戻って良いと聞いてから

その他

無回答 無回答

3 11 自宅に戻る判断の理由（年代別：10代 40代）

30代
40代

津波はそれほど大きくないと思ったから 無回答

その他

もう安全にと思ったから

津波はそれほど大きくないと思ったから

もう安全にと思ったから

夜になったから夜になったから

避難指示が解除されたから

避難指示が解除されたから

自宅に戻って良いと聞いてから 自宅に戻って良いと聞いてから

その他

無回答

50代 60代

3‐11自宅に戻る判断の理由（年代別：50代～80代）

40

自宅に戻って良いと聞いてから

避難指示が解除されたから
夜になったから

津波はそれほど大きくないと思ったから津波はそれほど大きくないと思ったから

もう安全にと思ったから

もう安全にと思ったから

夜になったから
避難指示が解除されたから

自宅に戻って良いと聞いてから

その他

その他

無回答無回答

3 11 自宅に戻る判断の理由（年代別：50代 80代）

70代 80代

3‐13 被災状況

船，建物，家屋など財産に被害出た

その他

道路の閉鎖，公共交通機関
停止により被害を受けた

41

避難した場所で体調を崩した

翌日以降の用務にも被害がでた

の停止により被害を受けた

所用などが中断を余儀なくされた

船，建物，家屋など財産に被害出た

避難した場所で体調
を崩した

道路の閉鎖，公共交通機関
の停止により被害を受けた

所用などが中断を余儀なくされた

船，建物，家屋など財産に被害出た

道路の閉鎖，公共交通機関
の停止により被害を受けた

所用などが中断を余儀なくされた翌日以降の用務にも被害がでた 翌日以降の用務にも被害がでた

その他

避難した場所で体調を崩した

その他
十勝 日高

釧路

3‐13被災状況（地域別）

42

その他

翌日以降の用務にも被害がでた

船，建物，家屋など財産に被害出た船，建物，家屋など財産に被害出た

道路の閉鎖，公共交通機関
の停止により被害を受けた

道路の閉鎖，公共交通機関
の停止により被害を受けた

所用などが中断を余儀なくされた

所用などが中断を余儀なくされた

翌日以降の用務にも被害がでた

その他

避難した場所で体調を崩した

3 13 被災状況（地域別）

胆振

渡島

3‐14 感想

台風などの他の災害も怖いと感じた

何も感じなかった

その他
無回答

津波は恐ろしい

携帯電話がつながらないことに困った

43

断水に困った

食料や飲料水の不足に困った

いまいる地域は津波に強い地域であると感じた

いまいる地域は，津波対策が必要だと感じた

津波防災の重要性を再認識した

いまいる地域から高台へと引っ越したいと感じた

道路の閉鎖や公共交通機関の一時停止に困った

停電に困った

無回答

水 た

津波は恐ろしい

津波防災の重要性
を再認識した

携帯電話がつながらないことに困った

津波は恐ろしい

いまいる地域は津波に
強い地域であると感じた

津波防災の重要性を再認識した

いまいる地域は津波に強い地域であると感じた

いまいる地域は，津波対策が必要だと感じた
いまいる地域は，津波対策が必要だと感じた

いまいる地域から高台へと
引っ越したいと感じた

いまいる地域から高台へと
引っ越したいと感じた

道路の閉鎖や公共交通機関の一時停止に困った

道路の閉鎖や公共交通
機関の一時停止に困った

停電に困った

停電に困った

携帯電話がつながらないことに困った

台風などの他の災害も怖いと感じた

台風などの他の災害
も怖いと感じた

何も感じなかった
何も感じなかった

その他
その他

無回答

食料や飲料水の不足に困った

食料や飲料水の
不足に困った

十勝・釧路

日高

3‐14感想（地域別）

44

台風などの他の災害も怖いと感じた

何も感じなかった
その他

断水に困った

食料や飲料水の不足に困った

いまいる地域は津波に
強い地域であると感じた

いまいる地域は，津波対策が必要だと感じた

いまいる地域から高台へと引っ越したいと感じた

道路の閉鎖や公共交通機関の一時停止に困った
停電に困った

津波は恐ろしい
津波は恐ろしい

津波防災の重要性
を再認識した

津波防災の重要性を再認識した

いまいる地域は津波に強い地域であると感じた

いまいる地域は，津波対策が
必要だと感じた

道路の閉鎖や公共交通
機関の一時停止に困った

停電に困った

断水に困った

携帯電話がつながらないことに困った

携帯電話がつながらないことに困った

台風などの他の災害も怖いと感じた

何も感じなかった

その他

無回答無回答

3 14 感想（地域別）

胆振 渡島
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3‐15 避難しなかった理由

津波の高さを考えると浸水しないと判断した

土地が高く浸水しない地域である

その他

無回答

45

避難所が不安であった

どこに避難すれば良いのかわからなかった

災害時要援護者がまわりにいた

避難所に行くまでが不安であった

仕事，所用などにより避難したくともできなかった

避難指示がわからなかった

災害時要援護者がまわりにいた

津波の高さを考えると浸水
しないと判断した

無回答

津波の高さを考えると浸水しないと判断した

どこに避難すれば良いのかわからなかった

仕事，所用などにより避難したくともできなかった

避難指示がわからなかった
その他

その他

無回答

10代 20代

3‐15避難しなかった理由（年代別：10～40代）

46
避難所が不安であった

どこに避難すれば良い
のかわからなかった

土地が高く浸水しない地域である

仕事，所用などにより避難したくともできなかった

避難指示がわからなかった

その他

津波の高さを考えると浸水
しないと判断した

津波の高さを考えると浸水しないと判断した

土地が高く浸水しない地域である

災害時要援護者が
まわりにいた

災害時要援護者がまわりにいた

どこに避難すれば良いのかわからなかった

仕事，所用などにより避難
したくともできなかった

避難指示がわからなかった

その他

無回答無回答

3 15 避難しなかった理由（年代別：10 40代）

40代
30代

避難所が不安であった
どこに避難すれば良いのかわからなかった

避難所に行くまでが不安であった

津波の高さを考えると浸水
しないと判断した

土地が高く浸水しない地域である

仕事，所用などにより避難したくともできなかった

無回答 土地が高く浸水しない地域である

津波の高さを考えると浸水
しないと判断した

どこに避難すれば良い
のかわからなかった

避難所が不安であった 災害時要援護者がまわりにいた
災害時要援護者がまわりにいた

仕事，所用などにより避難
したくともできなかった

避難指示がわからなかった

避難指示がわからなかった

その他

その他

無回答

50代 60代

3‐15避難しなかった理由（年代別：50～80代）

47
災害時要援護者がまわりにいた

避難指示がわからなかった

その他

土地が高く浸水しない地域である土地が高く浸水しない地域である

津波の高さを考えると
浸水しないと判断した

津波の高さを考えると
浸水しないと判断した

どこに避難すれば良いのかわからなかったどこに避難すれば良いのかわからなかった

避難所に行くまでが不安であった

災害時要援護者が
まわりにいた仕事，所用などにより避難したくともできなかった

避難指示がわからなかった

その他

無回答

無回答

3 15 避難しなかった理由（年代別：50 80代）

70代 80代

避難所が不安であった

津波の高さを考えると
浸水しないと判断した

土地が高く浸水しない地域である

その他

無回答土地が高く浸水しない地域である

津波の高さを考えると
浸水しないと判断した

どこに避難すれば良いのかわからなかった

どこに避難すれば良いのかわからなかった

避難所が不安であった

避難指示がわからなかった

避難指示がわからなかった

その他

無回答

仕事，所用などにより避難したくともできなかった

仕事，所用などにより避難したくともできなかった

災害時要援護者がまわりにいた

十勝・釧路

日高

3‐15避難しなかった理由（地域別）

48

どこに避難すれば良い
のかわからなかった

災害時要援護者がまわりにいた

避難所に行くまでが不安であった 仕事，所用などにより避難したくともできなかった

避難指示がわからなかった

土地が高く浸水しない地域である土地が高く浸水しない地域である

津波の高さを考えると
浸水しないと判断した

津波の高さを考えると
浸水しないと判断した

避難指示がわからなかった
その他

その他
無回答

仕事，所用などにより避難したくともできなかった

避難所が不安であった

3 15 避難しなかった理由（地域別）

胆振 渡島

3‐16 津波注意報と津波警報の違い

わからない

無回答

49

知っている

十勝

釧路 日高

3‐16津波注意報と津波警報の違い（地域別）

知っている：84%

わからない：8%

無回答：8%

知っている：77%

わからない：15%

無回答：8%

3 16 津波注意報と津波警報の違い（地域別）

胆振 渡島

50

知っている：68%

わからない：27%

無回答：5%

知っている：59%

わからない：41%
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3‐17 避難指示と避難勧告の違い

わからない

無回答

51

知っている

知っている：76%

わからない：15%

無回答：9%

知っている：73%

わからない：18%

無回答：9%

十勝・釧路

日高

3‐17避難指示と避難勧告の違い（地域別）

52

知っている：64%

わからない：30%

無回答：6%

知っている：53%

わからない：47%

3 17 避難指示と避難勧告の違い（地域別）

胆振 渡島
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